
















大 正 9 年 9 刀 1 6 Π 兵 川 4 具 に お い て 出 生
§
( 学 斤 め
昭 不 Π 1 9 年 9  河
「 1 1 採 Π 2 1 年 1 0 j l
昭 和 2 ' 1 年 5  j l
昭 和 3 7 午 2  打
優 瓢 噸 、 、 '
- 1 { や ゞ →
' J
莊 子 兆 雄 教 授 略 歴
途 '
、 、 、 "
4 , 、 4 工 , 凡 ゛
、 、 い ＼ ' ハ ー ゛ /
' 旦 」  1 = 入 y ＼ , ゞ 1 . 、 1 ノ Υ
ゞ 、 巡 ミ 紺 途 一 "
4 殴 雁 )
昭 和 1 8 年 松 円  1 日
昭 手 吃 0 年 1 1 月 3 0 Π
昭 和 2 1 午 2 月
゛ 、 ゛ 榔
九 州 帝 国 大 学 法 文 学 部 法 1 ・ 仁 学 科 卒 業
九 州 大 学 大 学 院 法 文 学 部 ( 特 努 Ⅲ 引 ・ 究 4 D
同
_ ヒ
法 学 陣 士 の 学 位 授 ぢ '
昭 和 2 1 年 9  打
昭 和 2 3 年 5 打
昭 和 2 1 年 4 月
昭 和 2 1 年 5 月
昭 和 2 7 年 4 月
I U 拝 Π 2 8 午  5  打
昭 和 2 8 年 8 月
辨 杯 Π 3 1 年 1 月
昭 和 3 1 年 1 月
昭 和 3 1 午 ↓ 打
昭 和 3 ↓ 年 Ⅱ 打
昭 和 3 6 年 」 月
昭 和 3 6 年 、 1 月
昭 和 3 7 年 1 月
二 等 兵 学 徒 1 1 _ 1 帥 ニ ヨ リ 野 戦 重 抱 丘 第 八 迎 隊 = 入 隊
複 員
九 州 帝 凶 大 学 法 文 学 部 法 科 二 於 テ 不 皷 武 夫 教 授 ノ
下 二 学 術 研 究 会 委 嘱 川 或 後 経 済 芋 犯 ノ 訓 究 」 ノ 仙
究 補 助 ヲ ナ ス
同 上 研 究 補 助 員 ヲ 詐 ス
公 職 適 格 硫 認 四 9 8 7 号 )
教 員 適 格 密 査 適 格 判 定
九 州 大 学 助 教 授 に 柿 す る 法 文 学 部 勤 務 を 命 ず る
配 絖 換 北 海 道 大 学 法 経 学 部 助 教 授
札 叫 矯 Π 醗 禦 茎 受 刷 者 分 類 恊 議 会 委 員 を 委 嘱 す る
法 学 剖 H こ 配 I N 喚 す る
北 河 道 大 学 散 授  q 公 学 部 ) に 外 任 さ せ る
刑 法 附 座 担 任 を 命 ず る
日 木 刑 法 学 会 理 小 : ( 一 現 在 )
北 而 道 地 方 労 勵 妥 員 会 委 員 ( - 3 6 年 3 月 )
東 北 大 学 教 授 法 学 部 に 配 識 煥 す る
刑 法 講 座 担 任 を 命 ず る
司 法 試 験 ( 第 二 次 試 験 ) ぢ 査 、 委 員 ( 一 打 年 1 2 月 ,
、 1 9 年 1  打 一 5 0 年 1 2 刀 , 認 年 1  打 一 5 6 年 1 2 打 )
東 北 大 学 評 議 員 ( - 3 9 年 Ⅱ 月 )
宮 城 県 地 方 労 働 枩 貝 会 公 益 妥 貝 ( - 5 1 年 3 打 )
法 制 審 議 会 幹 小 ' ( - 1 5 年 1 打 )
' 宮 城 県 麻 薬 中 心 審 在 会 委 員 ( 一 ↓ 0 年 9 打 )
入 学
前 期 修 了
昭 和 3 7 年 1 2 円
昭 和 3 8 年 5  打
昭 和 3 8 年 7  村
昭 和 3 8 年 1 0 打




札 幌 矯 正 管 区
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2昭 和 2 7 年
昭 和 2 9 年
昭 和 3 0 年
1 Π
文 ( 単 行 本 )
刑 の 數 行 ' 猶 予 刑 事 法 誰 座 第 三 巻
刑 の 散 行 猶 予 「 追 補 」 刑 事 法 講 座 第 三 巻
封 建 制 社 会 に お け る 刑 法
滝 川 先 生 還 暦 記 念 , 現 代 刑 法 学 の 課 題 ( 」 、 )
人 的 処 罰 剛 却 事 由 な ど 法 律 学 演 習 講 座 「 刑 法 」
不 能 犯 刑 法 演 習 ( 総 論 )
リ ス ト 刑 法 学 入 門
刑 法 総 論 上 ・ 下 , 刑 法 各 論 ( 青 林 書 院 新 社 ) に 共 同 執 筆
イ ギ リ フ 、 に お け る 保 安 処 分 の 研 究
公 務 快 行 妨 筈 罪 に お け る 職 務 行 為 の 適 法 性
木 村 博 士 還 暦 祝 賀 , 刑 事 法 学 の J ' 本 問 題 ( 下 )
威 力 業 務 妨 筈 罪 に お け る 「 成 力 」 と 1 Π 刑 法 ・ フ ラ ソ ス 刑 法
北 大 法 学 部 十 周 年 記 念 法 学 政 治 学 論 集
「 決 定 論 と 非 決 定 論 」 な ど
「 刑 法 」 ( 総 論 ) ( 青 林 書 院 新 社 ) に 共 同 數 筑
「 傷 冉 』 な ど
「 刑 法 」 各 論  G 刷 木 冉 院 新 ネ D  に 共 同 執 筑
緊 急 、 避 難 と 法 益 の 権 衡 , 判 例 演 習 ( 刑 法 総 論 )
重 過 失 に よ る 失 火 と 延 焼 , 狼 藝 の 意 義
判 例 演 習 ( 刑 法 各 論 )
昭 和 3 2 年
昭 和 3 3 年




青 林 浴 院 新 社
有 斐 閣
有 斐 閣
青 林 書 院 新 社
有 斐 閣
昭 和 3 8 年
法 定 的 符 合 説 刑 法 講 座 三 巻
刑 法 に お げ る 行 為 刑 法 基 木 問 題 三 七 講
昭 和 3 9 年
昭 和 和 年
不 作 為 犯 刑 法 諧 座 二 巻
集 団 犯 の 構 造 刑 法 誹 座 五 巻
非 行 少 年 の 処 遇 現 代 法 と 刑 罰
刑 事 責 任 と 刑 の 量 定
菊 井 先 牛 献 呈 論 集 , 裁 判 と 法 ( 上 )
昭 和 4 2 年
有 斐 閣
有 斐 閣
青 林 書 院 新 社




判 例 時 報 刊 行 会
有 斐 閣
有 斐 閣































































4目 的 的 行 為 論 と 不 作 為 犯
抽 象 的 事 実 の 錯 誤
不 作 為 犯 に 霜 け る 作 為 義 務
概 括 的 故 意 と 因 果 関 係 の 錯 誤
因 果 関 係 の 錯 誤 と 概 括 的 故 意昭 和 3 7 年
犯 罪 白 書 を よ ん で
昭 和 3 8 年
社 会 的 相 当 性
昭 和 3 9 年
学 界 回 顧 一 刑 法
ヴ ケ 働 刑 法 と い う 特 別 法 域 は 成 立 す る か
昭 和 4 0 年
共 謀 共 同 正 犯 と 共 同 正 犯 の 本 質
誤 想 防 衛 学 説 展 望
刑 法 学 の 課 題
ピ ケ ッ ト と 威 力 業 務 妨 害 罪 の 成 否
故 意 の 体 系 的 地 位 ( ー )
昭 和 心 年
法 衛 寿 報 3 7 8 号
昭 和 U 年
法 学 セ ミ ナ ー 6 5 号
法 学 教 室 2 号
東 北 法 学 会 雑 誌 Ⅱ 号
法 学 教 宰 4 号
法 律 の ひ ろ ぱ 1 5 巻 9 号
法 学 教 室 5 号
昭 和 4 5 年
刑 法 学 説 百 年 史
少 年 法 改 正 満 2 0 年 を 力 か え て
朔 待 可 能 性 論 の 再 吟 味
監 獄 法 改 正 の 基 本 問 題
昭 和 4 7 年
法 律 時 帳 3 9 7 号
法 学 教 室 6 ・ 号
法 律 の ひ ろ ば 1 7 巻 2 号
不 定 期 刑 1 こ つ い て
過 失 犯 の 継 造 に つ い て
少 年 法 の 理 念 と 国 親 思 想
昭 和 5 2 年
行 刑 の 現 実 と 動 向
昭 和 5 3 年
ジ ュ リ ス ト 3 0 0 号
刑 法 3 5 条 と 途 法 阻 却 の 法 理
体 系 的 考 察 と 構 成 要 件 理 論 , 上 , 小
日 本 労 働 協 会 雑 誌 7 1 号
刑 法 雑 誌 H 巻 1 号
ジ ュ リ ス ト 3 1 3 号
体 系 的 芳 察 と 構 成 要 件 理 論 , 下
刑 政 8 0 巻 7 号
研 修 2 6 1 号
法 律 の ひ ろ ぱ 器 巻 7 号
ジ ゴ _ り ス ト 4 0 0 号
刑 法 雑 誌 1 7 巻 1 ・ 2 合 併 号
司 法 研 修 所 論 集 四 号
刑 法 雑 説 江 8 巻 3  ・  4  合 併 号
刑 政 8 3 巻 1 0 号
研 修 3 4 5 号
法 学 4 1 巻 2 号 , 3 号



















































6昭 和 1 7 年
昭 和 2 3 年
昭 和 3 8 年
随 筆 ・ 随 想
V I
人 問 の 白 覚 東 高 第 3 号
イ ェ ー リ ソ グ 像
「 裁 き は 終 り ぬ 」 雑 感
東 京 高 等 学 校
九 州 大 学 新 聞 復 刊 1 号 昭 和 船 年 3 月 2 0 日 , 2 7 0 号
昭 和 3 7 年 度 東 北 大 学 法 学 部 卒 業 記 念 文 集
フ ブ ウ ス ト の テ ' イ レ ッ タ ソ テ ィ ズ ム
畔 美 群 」 劍 刊 号 東 北 大 学 法 学 部 萩 法 会
内 乱 罪 と 情 操 の 倫 理
刷 法 講 座 第 5 巻 拓 芯 座 の 周 辺 」 有 斐 閣
群 集 心 理 に つ ぃ て
「 罪 と 罰 」  2 巻 1 号 日 本 刑 亊 政 策 研 究 会
刑 法 と 艾 学
青 林 通 信 第 9 ・ 号 ( 荘 子 邦 鄭 . ・ 刑 法 総 論 「 し お り D  青 林 書 院 新 社
随 想
法 経 1 9 7 3  仙 台 法 経 専 門 学 校
随 想 一 ー フ プ ウ ス ト に お け る 生
法 学 基 木 書 案 内 日 木 評 論 社
エ ド ア ル ド 君 の 「 死 」
東 北 大 学 学 報 9 7 6 号 ( 昭 和 5 3 年 2 月 ] 日 )
「 法 は 不 可 能 を 強 い る む の で は な い 」
法 学 セ ミ ナ ー 昭 和 5 1 年 1 月 1 日 号 , 巻 頭 言 日 本 評 論 社
「 東 北 n 治 」 4 6 号 東 北 自 治 研 修 所
「 東 光 」 飢 号 東 京 商 等 学 同 窓 会
一 犯 罪 論 の 基 本 思 想 出 版 ニ ニ ー ス , 1 9 8 0 年 2 月 小 旬 号
札 幌 商 科 大 学 論 架 3 3 号 ・ 一 法 律 細 一 札 幌 商 科 大 学 学 A
ジ ュ リ ス ト , 昭 和 5 8 年 ↓ 月 1 日 号 有 斐 閣
東 北 火 学 法 相 雑 誌 「 樫 」 第 1 号 東 北 大 学 学 生 法 律 相 談 所
昭 和 3 9 年
「 安 楽 死 」 雑 考
「 思 い だ す ま ま 」
碕 っ が 著 書 を 語 る 」
「 巻 頭 の 言 」
思 想 の 「 再 生 」
随 想
昭 和 " 年
昭 和 4 8 年
昭 和 5 3 年
昭 和 5 4 年
昭 和 5 7 年
昭 和 5 8 年
昭 和 5 5 年
